
令和５年度第１回三沢市中小企業振興会議議事録 

 

１．開催日時  令和５年６月２１日（水） １０時００分～１０時５４分 

 

２．開催場所  三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出 席 者  月舘副会長、谷内委員、附田委員、佐藤委員、工藤委員、 

        内澤委員、中村委員、中嶋委員、鹿目委員、保坂委員、 

        久保委員 

 

４．欠 席 者  前田会長、伊与部委員、田村委員、花田委員、稲川委員 

 

５．事 務 局  坂岡経済部長、中村産業観光課長、松橋産業支援係長、 

        鈴木主査、平主査 

 

６．開催概要 

◎第１回振興会議 

⑴ 前回までの会議の振り返り 

・事務局より説明（資料１-１、1-２、資料２） 

⑵ 検討事項の絞り込み 

・事務局より説明（資料３） 

⑶ その他 

・事務局より説明（資料４） 

  



７．会議概要 

（１）前回までの会議の振り返り 質疑応答 

発 言 者 内  容 

月 舘 副 会 長 本日、前田会長が所用のため欠席とのことでしたので、議

事進行は、わたくし月舘が務めさせていただきます。それ

では、次第に従いまして、会議を進めさせていただきま

す。まず、案件⑴ 前回の会議の振り返りです。事務局よ

り、説明をお願いします。 

事 務 局 （事務局より案件１について説明） 

月 舘 副 会 長 只今事務局から説明がありましたが、これについてご質問

等ございませんか。ないようですので、次の案件に移りま

す。案件⑵検討事項の絞り込みについてですが、事務局か

ら説明ののち、委員の皆様から意見をいただきたいと思い

ます。事務局より説明をお願いします。  

事 務 局 （事務局より案件２について説明） 

月 舘 副 会 長 只今事務局から説明がありましたが、これについてご意見

ご質問等ございませんか。意見や質問等ございましたら挙

手の上、ご発言をお願いいたします。 

月 舘 副 会 長 私の方から、奨学金についての対応・対策ということで、皆

さんの中でも情報として知っている方もいるかとは思う

が、青森県では、あおもり奨学金サポートサイトというも

ので情報を公開しており、青森県企画部地域活力振興課が

担当してやっている事業がある。パンフレットもあるが、

内容・概要からすると奨学金の返還について、金額次第と

いうのもあるだろうが、仮に 100 万円借りた場合、就業３

年目に、25 万を事業者負担、25 万を青森県が負担する。就

業６年目に、残り 50 万のうち 25 万を事業者負担、25 万を

青森県が負担する。就業３年目と６年目の２回に分けて、

事業所と青森県が半分ずつ負担するという内容で事業者向

けに案内があったので、県の事業として、奨学金サポート

の紹介であった。これまでの中小振興会議委員の中からも

話が出ていたので、県の事業として展開されている１つを

紹介した。 

月 舘 副 会 長 そのほか、皆様の方からございませんか。 



久 保 委 員 １．若年者への地元企業への定着・UIJ ターン促進のところ

で、県外へ出た人が戻って来られるシステムの中で、戻り

たくはないが、戻って来なければいけなくなり、戻ってく

る人が１番多いのではないかと思う。三沢のために何かを

学び持って帰ってくることを前提に県外に出す方法があれ

ば良い。学んできたことを三沢で活かすことによって、三

沢が良くなる。大きい話になるが、日本を変えていくとい

うような志を持った若い人たちが県外へ出て行くことを補

助する仕組みがあったらよいと思う。幼稚園、小学生、中学

生のときに、これから三沢はよい街になるということを小

さい頃から教えていくことが出来れば、志を高く持った人

が、県外に出て戻ってきたときに、新しいことを始められ

ると思う。 

月 舘 副 会 長 私も個人的に賛同しており、非常にいい意見だと思います。

ただ、いろんな課題があろうかと思います。行政として出

来るか出来ないか、当然あろうかとは思いますが、その件

について事務局何かございますか。 

事 務 局 先ほどの奨学金の関係で、逆に一旦三沢に戻ってきて、奨

学金の返済期間が終わり、中央に戻ってしまう人もいるか

とは思うが、今回のように後から三沢に戻ってくるという

風な考え方は、先ほど副会長からもあったように素晴らし

い取組という風に私共も捉えているので、何らかの支援等

が可能かどうか検討させていただきたいと思う。 

月 舘 副 会 長 その他、何かございませんか。どうぞ。 

中 嶋 委 員 １番か２番、どちらかに関わると思うが、１番の広域連合

による求人情報発信ということで、ハローワーク三沢管内

の求人情報の発信の強化と書かれている。確かに求人情報

の発信も大事だが、どうしても首都圏に比べると、条件が

悪い。三沢にはとてもいい中小企業がいっぱいあると思う

ので、企業のいいところを発信できるような取組も一緒に

進めていけたらと思っている。あとは、情報発信というと

ころで、２番の IT 化デジタル化にも繋がるが、若い人たち

は、インターネットでの検索等、様々な情報媒体を使って

情報を収集している。業務の IT 化で効率化を図る、活力化



を図るというのももちろん大事だが、企業情報についても

IT 環境での発信をしていくべきである。求人についてもイ

ンターネットで申し込みができるが、そもそも中小企業の

方が紙でないと無理だと未だに言っている。なので、イン

ターネットを活用した募集活動や支援ができれば、野辺地、

八戸地区、ひいては大学がある青森や弘前との、より広域

での地域間の連携ができてくると思うので、そういった取

組もプラスしてもいいのではないかと思う。 

月 舘 副 会 長 ありがとうございました。この件について、事務局から何

かご回答ありますか。 

事 務 局 １ページに、ハローワークみさわ管内における求人情報発

信の強化とあるが、その上には、若年者層を中心とした就

職先ニーズ（業種だけでなく柔軟な働き方などを含む。）と

なっている。これに加えて、地域の各企業の魅力発信とい

うのは、必要だと我々も思っているので、ぜひハローワー

クのご協力を得ながら PR の強化に取り組んでいきたいと

思う。 

月 舘 副 会 長 以前、企業の紹介の DVD かなにかを地元のマックで放送し

いていたと思うのだが、実際やっていましたよね？ 

事 務 局 今回お話しいただいたのは県の補助金を使って実施したも

のである。これまで三沢市では、三沢の雇用対策協議会と

連携して地元企業を訪問したり、地元企業が各学校の方に

訪問して PR 活動をしたりという取り組みをしてきた。取組

をさらに強化していくためにも広域化を含めた形で PR を

図りたい。 

月 舘 副 会 長 ありがとうございました。鹿目委員どうぞ。 

鹿 目 委 員 １の UIJ ターン促進のところだが、条件だけではない企業

の内側の情報発信がすごく大事だと感じている。来月から

新規高卒採用にかかる企業から学校への求人申込が解禁に

なるので、いろんな企業の採用のお手伝いをしている。現

場の状況を踏まえると企業の魅力が上手く出せていない。

外側から見るとすごく良いところがいっぱいあるのに、控

えめなところがあるので、そういうところをしっかり打ち

出していく、言葉として出していくというところは、すご



く大事だなと思ってお話をお伺いしていた。それに加えて、

学生あるいは中途採用で入りたい方にしっかりと魅せ方を

出していくという部分、今の働き方やスピード感等に合わ

せて企業側の内側を整えるという部分、この両輪の施策が

すごく大事であると感じている。なので、働き方改革や職

場環境、IT 化というところによってくるかもしれないが、

ここは必ず両輪で進めていくべき部分であると感じてい

る。２番の人材育成の部分に関して、今ある雇対協の組織

をベースにというところは、すごく大事だと思うので、是

非、人材育成事業、交流事業を推進していっていただきた

いと思う。現場の肌感覚だが、企業の上の方、経営者や管理

職の方は、人材育成について、研修に出せば OK でしょ？と

いう感覚をお持ちの方がまだまだいらっしゃる。そうでは

なく、研修に出させたら、戻ったときにいかにアウトプッ

トさせるかが大事である。そこは個々の会社側の受け入れ

側の問題もあるので、経営者、管理職の方々には、しっかり

理解していただきたい。人材育成については、下（従業員）

からのアプローチと上（管理職）からのアプローチ、両輪で

進めていただきたいと個人的には考えている。あとは、若

者は SNS をしっかり見ているので、若者の目線、若者の視

点で、情報発信をしていくというところを、絶え間なく続

けていくことが大事だと思う。 

月 舘 副 会 長 ありがとうございました。まさに仰るとおりだと思います。

それについて、事務局側からありますか？ 

事 務 局 ただ今の意見を基に次回の会議の参考にさせていただい

て、ブラッシュアップしていければと思う。 

月 舘 副 会 長 ということで、ただ今の意見は貴重な意見として捉えて、

先ほど言われたとおり、ブラッシュアップしていきましょ

うということでよろしいですか。その他ございませんか。 

保 坂 委 員 １．若年者への地元企業への定着、UIJ ターン促進の県外に

出た人の戻って来られるシステムのところで、提案にはな

るが、関東の方に行って戻ってくるというのは、戻ってく

る方としては、かなりハードルが高い。なので、なにかのき

っかけで戻ってくるのは、地元としては大変嬉しいことだ



と思うが、仮に外に出たとしても、心は三沢に向いていて

ほしい。向いていてもらえるのであれば、将来なにかきっ

かけがあって、戻ってくるといったときに、自然と戻って

来られるのかなと思う。例えばふるさと兼業の仕組みを使

って、三沢市の企業や団体の仕事を副業の一環としてやっ

てもらう。地元の企業と物理的な距離はあるが、心は近い

状態にしてあげられるような仕組みがあるとさらに将来的

に UIJ ターンの促進に繋がるのではないかと思うので、是

非ご検討いただきたい。 

月 舘 副 会 長 ありがとうございます。大変貴重な意見ですが、事務局は、

先ほどと同じく参考にしたいということでよろしいですよ

ね。その他ございませんか。 

佐 藤 委 員 ３番各種物価高騰ということで、昨日から青森県庁で省エ

ネ補助金をスタートさせており、企業の方にはそれを使っ

ていただきたい。事業の内容は、今ある空調とか照明設備

の省エネ化というのに対して補助金を出すというもの。去

年もやっていて、２年目なのだが、去年は大体 LED 化とか

エアコンを高効率空調に変えたとかそういうことをやって

いた。是非使っていただければと思う。１番の奨学金につ

いてだが、非常に大きな問題であり、簡単に言うと低利率

の借金なので、地元の行政と企業で補助してくれるという

のは、親としては非常にありがたい。あとは、最近 UIJ タ

ーンの支援をしていて、お父さんが亡くなってお母さんが

一人暮らしになるので、東京から青森市に引っ越してくる

という方を 21 あおもりに繋げた。補助金をもらうには、東

京圏の方で働いているかとか、住んでいるかとか様々な条

件があるのだが、その条件が複雑で分かりづらかったとい

う話を聞いた。その方は、埼玉に住んでいて 23 区内で働い

ていたということで、今、手続き中だが、条件さえ合えば結

構大きい額が入る予定である。創業も目指しているという

ことで、創業の補助金も入るため、非常に喜んでいた。県や

青森市、三沢市、各行政でやっているが、大阪や名古屋等い

ろんなところで働いている方がいるのに、東京圏に限って

いるのは何か理由があるのか？もしこれが大阪だったらと



いうことを考えた場合に何故だろうというか… 

事 務 局 その補助金の関係だが、政策調整課が担当している。国の

補助金の制度となっており、それに則ってやっているとい

うことで、東京 23 区での勤務限定となっている。どこの市

町村でももう少し枠を広げたらどうかということで、三沢

市も含め、県に重点要望として挙げている。県も国にそれ

を挙げているが、そこはなかなかハードルが下がらない。

それでは、独自に三沢市が自力で広げるかという手もある

が、財政的なところで難しいところがある。非常に貴重な

ご意見だと思う。ありがとうございます。 

月 舘 副 会 長 その他、ございませんか。最後お一方だけ、附田さん何かご

ざいませんか。 

附 田 委 員 １～３番までどれも重要で大事だとは思うが、なかなか若

者が三沢に来たいと思えるような内容のものが、市内を見

渡しても見当たらないというのが現状である。以前議員と

の懇談会の中でも、商店街の件について話があったかと思

うが、やはり絶望的な意見が多かった。今後も今の状況が

続くようであれば、おそらく消滅ということも有り得るの

ではないかと思う。地域の再生事業、区画事業を行政が中

心となってやってきているが、再生事業というのは中小企

業者もできるようなことだと思う。一方通行が対面通行に

なって、表側が使えないので、商店街の裏側が使えないか

とか、そこを商店街ではなくて、文化街にしたらどうかと

かそういったアイディアをどんどん出せるような環境、行

政と一緒になって発信できるような協議できる場があれば

いいと思う。スカイプラザを作るときに、大手のコンサル

タントを連れてきて大失敗したということもあるので、地

域のことは地域の人が一生懸命考え、若い人たちの意見を

取り入れて再生していくべき。そうすると U ターン I ター

ン J ターンというふうに集まってくる。人材育成について

も、事業目的や事業計画がしっかりしていないと育成事業

はできない。地域再生を考えていくという概念を持って、

事業目的をしっかり立て進めていかなければいけない。地

域再生、商店街復活は、行政と地域の中小企業者の思い切



ったアイディアときっかけがなければ進んでいかない。文

化街にするとかダンスの教室とか、そこで将棋や囲碁をや

っているとか、黙っていても人が集まってくるような環境

に飲食店がくっついてくる、後ろにはホテルがある、そう

いった青写真を描いて、夢のあるような地域を仮想でも作

ることは可能だと思う。今は色んなツールを使って作れる

ので、そういったものがあればいいなと思う。ちょっと全

然関係ない話かもしれないが以上です。 

月 舘 副 会 長 ありがとうございました。全然関係ないどころか、これか

らに向けては、ある程度の革新性をもった改革は必要だと

私も個人的に思っています。ぜひとも一度、貴重なご意見

として、中小振興会議の中でもそれに向けたというと大げ

さな話になってしまうので、その一部を検討していくとい

うのも必要かなと思うところであります。ありがとうござ

いました。それでは案件２につきましては、一旦ここまで

とさせていただきたいと思います。委員の皆様から共通課

題の要因分析について、様々ご意見いただき、誠にありが

とうございました。今回いただいた意見につきましては、

事務局で取りまとめて次回の会議に繋げたいと思います。

では、次の案件に移ります。案件（３）その他となります

が、何かございますか。 

事 務 局 （事務局より案件３について説明） 

月 舘 副 会 長 ただ今、事務局から報告がありましたが、これについてな

にかございませんか。もっと具体的に事業承継について内

容を説明いただけます？ 

事 務 局 今回の事業は、県内３市町村のみの補助となるのだが、県

と市がやるという訳ではなく、民間事業者に委託して実施

するもの。最初はどの程度、地域で事業承継を望んでいる

人がいるかというところを調査し、ポータルサイトに載せ

てほしい方を公開するということになる。２月あたりには、

業務の成果報告があるが、マッチングを希望するという方

がいなければ、今の時点では事業承継を考えているという

事業者はいないということぐらいしか分からない。とりあ

えずこれを次に繋げていくきっかけになればと思ってい



る。まずは、事業承継という言葉の浸透、周知する、広報す

ることが大事だと思っているので、手を挙げさせていただ

いた。 

月 舘 副 会 長 ただ今事務局から概略だが、内容の説明があったとおり、

応募の時間もないことから、つい先日だが、これからの中

小振興会議の中でも事業承継については、先験的にやって

いくべき重要観点ということで応募させていただいた。県

と確認していかなければならない事項も多々あるが、さし

ずめ応募するだけするという方向で、進めさせていただく

ことをご承知おきいただきたい。 

事 務 局 県の方からは、来週再来週あたりに詳しい説明を行うとい

うことでメールがきていた。 

月 舘 副 会 長 そうですか。ありがとうございます。この件について、ご質

問ございませんか？ 

久 保 委 員 三沢に事業承継したいある事業者がいて、それをどこかの

人達が手を挙げて継ぎますというそういう仕組みか？ 

事 務 局 そのとおり。三沢や青森県に限らず、事業者が登録すると

全国からここを継いでみたいという方が手を挙げて、マッ

チングをしていくことになる。 

久 保 委 員 三沢の方で、事業を継ぐ人がいない場合、三沢の人が継い

でくれればいいのでないかと個人的に思っている。全国か

ら人が集まるシステムに繋がるかもしれないので、これは

これでいいとは思うが、できれば三沢本社の会社がいっぱ

いあればいいと思う。市内の事業承継に困っている人たち

の相談場所はあったりするのか？ 

事 務 局 相談は、商工会の方で受け付けており、そこから 21 あおも

りの方に紹介するという形にはなっている。昨年度、商工

会で事業承継のセミナーを開催しており、５名出席された

ということは聞いていた。 

月 舘 副 会 長 事業承継について意外と関心が薄い。まさに直面している

人だけ。紹介があったように昨年度５事業所だけしか参加

していないような実態である。承継者がいないから事業所

が無くなる、潰れる、継続できなくて辞めてしまう事業所

を極力、地元活性のために、存続させるということが目的



なので、まさにおっしゃたように、できることならば、地元

の方がというのはある意味理想なのだろうが、ただ現実的

には資本力というのが当然関わってくるので、どうしても

地元事業者でない方が承継するというのも前向きに検討し

ていかなければならないと思う。まずは、その事業承継に

ついて、もう少し掘り下げて告知していくことが必要かな

ということでご理解いただきたい。 

工 藤 委 員 21 あおもりの産業創造支援センターの青森県事業承継・引

継ぎセンターの方とは金融機関でも情報交換をしている。

困った人がいた場合は、各支店でもそこの事業所を訪問し

ている。今三沢はないが、相談があれば、すぐ引継ぎセンタ

ーの担当者の方に連絡をとって、時間を決めて訪問すると

いう形を取っている。 

月 舘 副 会 長 今おっしゃられたとおり金融機関がご相談を受け付けてい

るというか、取り扱いというのも実際ございますし、現に

私が覚えているだけでも３事業所が金融機関からの紹介

で、マッチングではないが、事業承継されたという事業所

も実際ある。ただ、本義の部分の内容を広く告知していか

なければならないというのが現状である。その辺りをより

告知できるような内容のもの、そして情報を中小企業振興

会議の方でも推進できるようにということで、今回の報告

という形にさせていただいた。 

久 保 委 員 三沢の若い人たちに手を挙げてもらえるようなそんな環境

が作れたらいいのではないかと思う。 

月 舘 副 会 長 ありがとうございました。これについては、以上とさせて

いただきたいと思います。これで、本日の案件は終了いた

しました。なお、次回会議の開催予定ですが、資料 1-2 の

スケジュールには、７月とありますが、第１回の開催が６

月となりましたので、７月中の開催ができない場合には、

８月にずれ込む可能性があるとのことです。７月は、市議

会や地域行事等もありますので、８月の上旬ぐらいになる

可能性もあることをご承知おきいただければと思います。

それでは、以上を持ちまして本日の会議は終了いたします。

ありがとうございました。 



 


